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渡航計画の概要 Outline of the travel plan 
 今回の渡航計画は、計画名にある通り⼤きく次に挙げる 2 つに分けられる。 

• 複数の⽉⾯電位推定⼿法の⽐較研究 
• ⽉プラズマ国際会合への参加 

渡航⽇程のうち、2 つ⽬の項⽬である⽉プラ
ズマ国際会合が 9 ⽉ 23 ⽇から 27 ⽇までの⽇
程で開催された。1 つ⽬の項⽬「複数の⽉⾯電
位推定⼿法の⽐較研究」については、その前
後の期間である 9 ⽉ 16 ⽇〜22 ⽇と 9 ⽉ 28
⽇〜10 ⽉ 2 ⽇の期間に取り組んだ。なお、9
⽉ 15 ⽇と 10 ⽉ 3 ⽇は⽇本とスウェーデンの
間の移動を⾏っている。 
 まず 1 つ⽬の「複数の⽉⾯電位推定⼿法の
⽐較研究」についての概要を述べる。スウェ
ー デ ン 宇 宙 物 理 学 研 究 所 (Institutet för 
Rymdfysik, 略称 IRF, 図１)に所属する⼆⽳
⽒ ら は 、 ⾼ 速 中 性 原 ⼦ (Energetic Neutral 
Atoms, 略称 ENA)の観測を応⽤した⽉⾯の
電位推定の研究を⾏っている(Futaana et al., 
2013)。今回の渡航では、私が研究している電
⼦観測による電位推定⼿法と、⼆⽳⽒らによ
る ENA を⽤いた電位推定⼿法について直接
議論することで⽉の電磁気的な環境をより深く理解することを⽬的とした。渡航期間中に⼆⽳
⽒と ENA 観測データをもとに複数回議論を⾏った。 
 2 つ⽬の「⽉プラズマ国際会合への参加」についての概要を次に述べる。IRF が主催する⽉
プラズマ学際ネットワーク(Lunar Plasma Interdisciplinary Network, 略称 LuPIN)の第 2 回ワ
ークショップが先述の⽇程で開催された。このワークショップに参加し⾃⾝の研究成果の発表
を⾏った。 
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成果 Outcome 
 1 つ⽬の項⽬「複数の⽉⾯電位推定⼿法の⽐較研究」については、実際に IRF が開発に携わ
った⽉探査機 Chandrayaan-1 搭載の ENA 観測装置 CENA の観測データの扱い⽅などを⼆⽳
⽒から指導を受けた。また、直接議論を⾏いながらこれまであまり深く解析されてこなかった
プラズマ環境中でのデータを確認し、磁気シースに⽉が位置する際に⽉⾯の磁気異常領域上空
で観測された ENA のエネルギー分布に変化が⽣じうることを確認した。また、同様の事例を
解析し、磁気シース中・磁気異常上空において⽉⾯電位に関係する荷電粒⼦に対する振る舞い
を明らかにするという⽅向性を定めることができた。 
 2 つ⽬の項⽬「⽉プラズマ国際会合への参加」については、発表中にも質疑を⾏いそこから
議論をさらに深めるという独特の発表形式(セミナー形式に近いもの)での研究発表を⾏なっ
た。この発表の中で多くの質疑やコメントを⽉プラズマ研究者から受け取り、⾃分からのフィ
ードバックを踏まえて議論を⾏うことで、⾃⾝の研究をより深めることができた。更に、他の
⽉プラズマ研究者が⾃⾝の研究を踏まえた研究を⾏おうとしている情報を知ることができ、直
接交流することで互いの研究内容について理解を深めることができた。 
 また、今回の滞在は⾃⾝にとって初の海外への 2週間以上にわたる滞在となり、海外の研究
機関で研究に従事するイメージを具体的に持つことができた他、英語を⽤いて発表を⾏いなが
ら議論を深めるという経験をできたことは今後海外の研究者と積極的に共同研究に取り組む
ための技量を磨くことができ、⾮常に有意義な機会となったと考えている。 
 
 
今後の展望 Prospects for the future 
 今回の滞在で⽅向性を定めることができた地球磁気圏シース領域における Chandrayaan-1
のデータ解析については、帰国後もデータ解析を続け、結果がまとまったところで論⽂として
の投稿を計画している。磁気シース領域での磁気異常領域と周辺プラズマの相互作⽤について
はあまり解明されていない題材であり、新たな⽉⾯プラズマ相互作⽤についての知⾒が得られ
ると期待される。 
 また、今回の会合で発表したこれまでの研究内容のうち、まだ論⽂として発表していない部
分については会合で得られた深い質疑応答や議論を踏まえて投稿に向け執筆中である。すでに
論⽂として発表した部分も含め、今後の⽉⾯プラズマ環境についての研究に⼤きく寄与できる
と考えている。 
 加えて、先述の通り⾃⾝初の海外の研究施設への滞在を通して、今後海外で研究に従事する
際の具体的なイメージを持つことができた。国境を超えて研究を推進していく必要がある⾃⾝
の研究分野において、より⼀層活躍するための指針が得られたと考えている。 
 


